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１.趣旨 

 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律に基づき、教育委員会は、毎年教育行政事務

の管理及び執行状況について、点検・評価を行い、その結果に関する報告書を議会に提出

するとともに、公表することとなっています。 

北竜町教育委員会は、効果的な教育行政の一層の推進を図るとともに、町民の皆様への

説明責任を果たすため毎年度、教育委員会事務の点検・評価を行い、学識経験者の意見を

付して報告書を作成・公表することといたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

２.点検・評価の対象 

 

点検・評価の対象は、教育委員会の活動状況等の点検のほかに、令和６年度教育行政執

行方針に掲げた主要な事業実施状況について点検・評価を実施いたしました。 

 

 

３.点検・評価の実施方法 

 

   点検・評価報告書については、令和６年度教育行政執行方針に掲げられた主要な事業及

び各事業の基本施策に基づく、内容、成果、自己評価・課題等を所管係が作成するととも

に、点検・評価の客観性を確保するため、点検評価方法や結果などについて、学識経験を

有する者（活動評価委員）からも意見を聴取しています。 

  

評価ランク 

A  ～ 充分達成した 

B  ～ 概ね達成した 

C  ～ やや達成した 

D  ～ 達成に向けて努力している 

E  ～ 取り組み無し 

-  ～ 新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点により実施できなかった 

 

社会教育、社会体育事業の自己評価一覧表 評価ランク 

5  ～ 充分達成した 

4  ～ 概ね達成した 

3  ～ やや達成した 

2  ～ 達成に向けて努力している 

1  ～ 取り組み無し 

-   ～ 新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点により実施できなかった 

【参考】地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋） 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第２６条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務の管理及び執行の状況について点 

 検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するととも 

 に、公表しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有す 

 る者の知見を活用するものとする。 
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令和７年度（令和６年度事業）主要施策の「点検・評価」 

                                    総務・学校教育係 

主要施策 事業の実施状況・成果 事業の課題・改善策 評価 

 

１ .学 校 教 育

の充実 

 

１）学校教育

の充実 

 

 ア )確 か な

学力の育成と

特色ある教育

の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 イ）豊かな

心の育成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・小学校から中学校までの９年間を一つの学

びと捉え、一貫した教育を推進するよう努

めた。 

 

 

 

・全国学力・学習状況調査や各学力テストな

どの結果を分析し、学校改善プランを作成

するなど、基礎学力の定着・向上に努めた。 

 

 

・中学校での各定期テスト期間を小学校でも

家庭学習に力を入れる期間として、家庭学

習を推進した。 

 

・中学３年生による修学旅行（旅行先：沖縄 

県）において、ひまわりライスの販売体験 

や戦争教育を実践し、郷土愛の育成と平和 

の尊さ等について学習した。 

・「世界のひまわり」学習の実践により、観 

光客とのコミュニケーションを通じ「ふる 

さと愛」を育んだ。 

 

 

・優秀な生徒には、夏休み期間を利用しての

海外留学を推奨し、中学生短期語学留学助

成事業を実施した。 

 

・スポーツアスリートによる「夢の教室」事 

業を実施し夢や目標を持つということの大 

切さについて学んだ。 

 

 

 

 

・定期的ないじめアンケートを実践すること

により早期発見、早期対応に努めた。 

・スクールカウンセラー制度を有効に活用

し、心の問題に関する相談や指導等に努め

た。 

・小中学校の連携による「フレンドシップ北

竜（いじめ根絶集会）」を実施し交流を図っ

た。 

・町保健師の協力により、人権教育や福祉教

育等の実践を図った。 

 

 

 

 

 

 

 

・児童生徒並びに教職員の交流

を推進し、「フレンドシップ北竜

（いじめ根絶集会）」や「世界の

ひまわり」等の行事も連携し「中

１ギャップ」をなくすよう努めて

いく。 

・学力や学習状況の評価・分析を

もとにした授業改善や教育振興

会等の研究活動など、教職員の実

践指導力を高める取組の充実に

努めていく。 

・家庭学習の仕方について保護

者・児童への周知を図り、家庭学

習強化週間の実施と取組状況を

把握する。 

・「修学旅行費助成事業」を活用

し保護者の負担軽減を図った。 

今後も継続して実施していく。 

 

・播種から草取りなどの管理や

看板やのぼりの作成など地域の

教材や学習環境を積極的に活用

した学習活動を継続して行って

いく。 

・中学３年生５名を対象として

短期語学留学を実施した。 

 

 

・小学５、６年生を対象に、元プ

ロ野球選手で横浜ベイスターズ

（現 横浜 DeNA ベイスターズ）、

オリックスバファローズでプレ

ーした古木克明氏を講師とし、実

施した。 

 

・今後も継続して実施していく。 

 

 

 

 

 

 

 

・健康と命の大切さについて学

び、自らの健康を適切に管理し、 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 
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令和７年度（令和６年度事業）主要施策の「点検・評価」 

                                    総務・学校教育係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ウ）健やか

な体の育成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 エ）社会に

開かれた教育

課程の実現 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 オ）関係機

関との連携 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校 小６「たばこ教育」 

中学校 中２「認知症ｻﾎﾟｰﾀｰ養成講座」 

    中３「がん教育講座」 

      「赤ちゃんふれあい教室」 

・北竜町いじめ防止対策基本方針に基づき、

いじめ対策連絡協議会を年２回開催し、い

じめに関する情報交換及び協議を行った。 

 

 

・全国体力運動能力テストの結果を分析し、

改善ポイントを積極的に体育授業に取り入

れると共に、部活動や少年団活動を通じて

体力の向上や運動の習慣化を推進した。 

・小中共にフッ化物洗口を実施し、歯の健康

維持に努めた。 

・「早寝、早起き、朝ご飯運動」など望ましい

生活習慣の定着を進めた。 

・北空知圏学校給食組合と連携し、地場産食

材を取り 入れ た安心 安 全な完全 給食 の実

施、並びにアレルギー事故防止に努めた。 

給食組合負担額及び給食費助成の状況 

北空知圏学校給食組合負担金 12,893 千円 

 小学校児童給食費助成金      2,868 千円 

 中学校生徒給食費助成金     1,904 千円 

 

・外国語教育として、英語指導助手を配置す 

るとともに、小学校へ英語教員を配置する 

ほか、英語の公設学習塾を開設した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・GIGA スクール構想のもと、一人一台端末を 

有効的に活用した授業体制の構築とオンラ 

イン授業の実現に努めた。 

 

 

・保育士、各校（教頭、特別支援コーディネ 

ーター）、町保健師等からなる専門部員 

（北竜町特別支援連携協議会専門部会や 

児童生徒情報共有会議）メンバー等と連携 

し、適切な就学相談や指導業務に努めた。 

・学習活動のサポートとした学習支援員や特 

別教育支援員を小学校に配置した。 

小学校 学習支援員      1 名 

   特別支援教育支援員  2 名 

 

 

 

がんや認知症に対する正しい知

識と患者に対する正しい認識を

もてるよう今後も継続して実施

していく。 

・各種情報の共有を図り、学校・

教育委員会及び地域との連携を

深め、地域全体でいじめの未然防

止・早期発見に努めていく。 

 

・家庭でできるエクササイズや

体力向上トレーニングなど幅広

く取り組める方法を検討し、健康

な体の育成に努める。 

・今後も継続して実施していく。 

 

・今後も継続して実施していく。 

 

・給食費の無償化を継続してい

く。 

・給食センターの協力を得て、食

育教育など活用を図っていく。 

 

 

 

 

・国際社会に対応できる人材の

育成のため、引き続き外国語指導

助手を小中学校、学童保育及び保

育園へ配置する。 

・小学校の時間講師も、児童が外

国語を学ぶために非常に有効で

あり継続していく。 

・英語の公設学習塾は、英検受験

者の増加など、学習習慣定着化の

一端を担えている。英語力の向上

のため引き続き、塾内容の充実に

務めていく。 

・ICT 機器やデジタル教材などを

有効活用し、一人一人の理解度や

習熟度に応じた個別最適な学び

の実現を図る。 

 

・特別支援が必要なケースが発

生した場合には、北竜町特別支援

連携協議会において、きめ細やか

な対応を行っていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 
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 カ）その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）教職員の

資質の向上 

 

 ア）教職員

研修や研究活

動の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 イ）その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ ） 学 校 施 

設・設備の整

・児童生徒の個々に応じた適正な学習機会と

きめ細やかな教育が実践されるよう、各校

に特別支援学級を設置した。 

 

小学校 ３学級（知的・情緒・言語） 

中学校 ２学級（知的・肢体） 

・特別支援児童生徒就学援助を下記のとおり

推進した。 

小学校  7 名    736 千円 

中学校  3 名     882 千円 

・経済的理由によって就学困難と認められる

児童生徒世帯に対し準要保護児童生徒就学

援助を下記のとおり推進した。 

小学校  3 名     162 千円 

中学校  3 名     553 千円 

・その他児童生徒への助成事業状況 

入学祝金事業    9 名  450 千円 

修学旅行助成事業 

 小学校    7 名   201 千円 

 中学校     16 名 1,887 千円 

各種検定料助成事業 

 漢字検定   31 名  30 千円 

 英語検定   36 名   79 千円 

奨学資金貸付事業 

 奨学資金      4,560 千円 

  内訳 大学生 12 名：短大生等 1 名 

 

 

 

 

・北竜町教育振興会等の取り組みを通じて、

教職員の指導体制の充実を図るとともに、

指導力向上に向けた研修会等を実施した。 

 また、教科毎等によるサークル研修を積極

的に進め、その活動の成果を紀要にまとめ

た。 

 

・学校における働き方改革を推進するアクシ

ョンプランを基に教職員の働く環境の改善

に取り組んだ。 

 

・学校管理者と密接に連携し、教職員の服務

規律について指導監督を推進した。 

・教職員のメンタル的不調を未然に防止する

ためストレスチェックを実施した。 

・その他教職員への助成事業状況 

校長会、教頭会補助金     170 千円 

教育振興会補助金      478 千円 

教職員健康診断負担金    486 千円 

教職員人間ドック負担金    96 千円 

教職員ストレスチェック    50 千円 

 

 

 

・今後も必要に応じて、特別支援

教育支援員等の配置を図り、関係

者や関係機関と十分に連携しな

がら、相談・支援体制の充実に努

めていく。 

 

・特別支援児童生徒の学用品等

及び給食費の負担軽減を継続し

て行っていく。 

 

・準要保護児童生徒の学用品等

及び給食費の負担軽減を継続し

て行っていく。 

 

 

・今後も継続して実施していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・さらに教職員の専門性を高め

るため研修会に積極的に参加で

きる体制づくりの支援を図る。 

また学習指導要領の改訂によ

る多様化する教育に対して対応

できるよう継続して支援してい

く。 

・今後も継続して実施していく。 

 

 

 

・今後も継続的に実施していく。 

 

・多様化する教育に対して対応

できるよう継続して支援してい

く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 
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令和７年度（令和６年度事業）主要施策の「点検・評価」 

                                    総務・学校教育係 

備充実 

 

 ア）安全な

学校の整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 イ）施設の

在り方に関す

る検討 

 

 ウ）ＩＣＴ

教育の整備 

 

 

 

 

 

４）開かれた、

信頼される学

校づくり 

 

 

ア）コミュ

ニティ・スク

ールの導入 

 

 

 

 

 

 

・子ども達がより良い環境の中で、充実した

教育が受けられるよう安心して学べる環境

を整備するため、下記のとおり修理を行っ

た。 

・教職員の働きやすい環境を整備するため、 

 職員室及び校長室のエアコン設置や校務支

援システムを導入した。 

学校施設整備の主な改修状況 

 小学校   

  地下タンクライニング工事 2,365 千円 

  エアコン設置工事     554 千円 

  エアコン室外機修理     168 千円 

中学校   

エアコン設置工事     554 千円 

体育館センターネットワイヤー修理 

          191 千円 

屋外給水管漏水修理    322 千円 

体育館床修理      220 千円 

教室ストーブ修理    210 千円 

体育館床修理      248 千円 

走り幅跳び砂場修理   283 千円 

学校教材備品等の主な整備状況 

 小学校   

  児童用イス        123 千円 

  体育館用気化式冷風機  409 千円 

 中学校   

  アルトサックス     267 千円 

  体育館用気化式冷風機   409 千円 

       

・今後、益々施設の老朽化が進む各校におい

て、将来に向け施設整備方針とした公共施

設再配置計画を策定した。 

 

・GIGA スクール構想のもと、一人一台端末を

有効的に活用した授業体制の構築とオンラ

イン授業の実現に努めた。（再掲） 

・小中学校にデジタル教材を導入し、より ICT

を友好的に活用できる授業体制の整備に努

めた。 

 

 

 

 

 

 

・学校と地域との交流や、学校経営に関する 

評価を行い、地域に信頼された学校づくり 

を目指し、コミュニティ・スクール事業を 

推進した。 

・学校開放事業を実践し、少年団活動や地域

住民に施設開放を行った。 

・地域住民との交流体験事業として「そば打

 

 

・令和１１年度の義務教育学校

開校予定に合わせ、計画的に改修

工事など進めていく。 

また、急な故障等は児童生徒へ

の安全性を都度判断し、必要な対

処を実施していく。 

・学校と連携し教材教具等の整

備を図っていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・令和５年度より２カ年かけ、

「北竜町学校教育基本・学校複合

施設基本計画」を策定した。 

 

・今後も効果的な活用事例を研

究し、児童生徒の学習意欲を高め

ることができるよう努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・今後も継続して実施していく。 

 

 

 

 

 

・小学５年生、中学１年生を対象

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

  

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 
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令和７年度（令和６年度事業）主要施策の「点検・評価」 

                                    総務・学校教育係 

 

 

５）総合的な

子どもの安全

対策の推進 

 

 ア）見守り

活動の推進 

 

 

 イ）その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ち体験」を行った。 

 

 

 

 

 

・通学路の安全対策として、地域ボランティ

ア活動とした「見守りサポーター」事業を推

進した。 

 

・スクールバス運行業務が安全且つ円滑に進

められる よう 業務委 託 先を連携 し実 施し

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

に保護者や担任教諭を交え実施

した。 

 

 

 

 

・今後も継続して実施していく。 

 

 

 

・安全運転と事故防止に努め、全

町的な視点に立った児童生徒の

通学対策に努める。 

今後も利用対象児童生徒数や

運行経路に合わせ、バスの車種や

経路等を見直し効率的な運行が

必要である。 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

Ｂ 
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令和７年度（令和６年度事業）主要施策の「点検・評価」 

                                       社会教育係 

主要施策 事業の実施状況・成果 事業の課題・改善策 評価 

 

２ .生 涯 学 習

の充実 

 

１）社会教育

施設の整備充

実・有効活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）生涯学習

指導者の確保 

 

 

 

 

 

 

・今後施設の建て替えを控えているが、老朽

化により修繕が必要な箇所が出てくるため、

施設の維持に必要な修繕等を行った。 

社会教育施設整備の主な改修状況 

①公民館 

 屋外足洗い場カラン修繕    17 千円 

 マルチ冷房機修繕        40 千円 

  自動火災報知設備修繕     28 千円 

 誘導灯修繕          12 千円 

 講堂安定器修繕                27 千円 

 昇降機蓄電池取替修繕     43 千円 

 教育長室建具修繕       60 千円 

 エントランス窓硝子修繕    109 千円 

②改善センター 

 温水ボイラー温水主幹漏洩修繕 64 千円 

 真空式温水ボイラー修繕    171 千円 

芝刈り機修繕            8 千円 

 消火器格納箱修繕       43 千円 

 除雪機バッテリー修繕     29 千円 

③生きがいセンター 

 燃焼器具修繕          11 千円 

 共立刈払機修繕         53 千円 

④美葉牛研修センター 

 芝刈機修繕          46 千円 

⑤図書館・郷土資料館 

 資料館誘導灯修繕       30 千円 

 資料館複層硝子取付修繕    125 千円 

 

社会教育施設備品等の整備状況   

①公民館 

 なし 

②改善センター 

 なし            

③生きがいセンター 

 なし 

④美葉牛研修センター 

 座卓テーブル 12 台  

 座椅子 36 脚         363 千円 

⑤図書館・郷土資料館 

 図書館用図書         500 千円 

 

 

・多様化する住民ニーズに対応できる様、各

分野における指導者等の確保に向けて、生涯

学習人材バンクを整理した。 

 

 

 

 

 

・数年後の施設複合化に向けて、

必要な修繕や工事、備品の見極め

を行いながら今後も利用者が安

全・快適に利用できるよう施設の

整備を行っていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・学校授業やコミュニティ・スク

ール事業等でも活用できる人材

バンクの再構築に努める。 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 
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令和７年度（令和６年度事業）主要施策の「点検・評価」 

                                       社会教育係 

  

主要施策 事業の実施状況・成果 事業の課題・改善策 評価 

 

３）生涯学習

情報の提供 

 

 

 

 

４）生涯の各

期に応じた社

会教育事業の

推進 

 

 ア）子育て

等、家庭教育

支援の充実 

 

 

 

 

 イ）家庭・学

校・地域連携

による青少年

教育の推進 

 

 ウ）各社会

教育団体への

支援並びに多

様な学習機会

の提供 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

エ）高齢社会

における生活

課題等に対応

した学習機会

の提供 

 

 

 

・「広報ほくりゅう」や町ＨＰを活用し、毎

月の生涯学習情報等を発信した。ペーパーレ

ス化が進む中で、ホームページや防災無線を

使った事業の周知に力を入れ、町民に広く情

報を提供することができた。 

 

 

 

 

 

 

・親子で参加できる体験事業を開催し、事業

を通じて親子間の交流を深めることができ

た。 

・学校及び町ＰＴＡ連合会等と協力し、子ど

もも参加できる体験型の家庭教育講座を開

催した。 

 

・地域の高齢者が子どもとふれあう機会を提

供し、昔の遊びや生活文化の伝承体験に取り

組んだ。 

 

 

・町子ども会との連携事業として「リーダー

キャンプ」を開催した。 

・北空知圏教育委員会の共同事業による「北

空知シニアリーダー研修会」（リーダー養成

研修）を開催した。 

・町文化連盟と連携し、各サークルや団体等

への加入促進及び新規サークル団体の育成

支援に努めた。 

 

 

 

 

 

 

・高齢者大学（ひまわり大学）や生きがいセ

ミナー（カラオケ教室）を開催し、ニーズに

対応した講座の開催に努めた。 

・町住民課と連携し、高齢者向け講座等の準

備及び施設の提供に努めた。 

 

 

 

 

・引き続き各機関と連携を取り、

生涯学習の情報を発信していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・マンネリ化しないよう、ニーズ

を把握し、家庭教育の支援に役立

つような事業を展開していく。 

・今後も体験型の家庭教育講座

を開催する要望が多いため、ニー

ズにあったものを展開していく。 

 

・子どもと高齢者のふれあい事 

業は人気事業でもあることから

引き続き昔遊びや生活文化の伝

承体験を行う機会を作っていく。 

 

・子どもの数も減り、隣の子ども

会と合同で活動を行うところも

でてきている。引き続き継続して

活動を行えるよう支援していく。 

・シニアリーダー研修会につい  

ては、中学生が他の市町に比べ継

続的に参加ができているため、引

き続き学校と連携し、事業への理

解を深め、中学生が参加しやすい

ような体制作りをしていく。 

・引き続き、各サークルや団体が 

活動できるよう支援を行ってい

く。 

 

・高齢者大学については人口が

減っている中、多くの人が参加し

てくれているので、引き続きニー

ズに合う講師選定を行う。 

・生きがいセミナーで学習した

成果が文化祭の発表の際に現れ

てきている。継続して実施した

い。 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 
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令和７年度（令和６年度事業）主要施策の「点検・評価」 

                                       社会教育係 

主要施策 事業の実施状況・成果 事業の課題・改善策 評価 

 

５）読書活動

の促進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３. 青少年の

健全育成 

 

１）青少年健

全育成体制の

充実 

 

２）非行防止

活動等の促進 

 

 

 

 

 

 

３）家庭・地域

の教育力向上 

 

・子どもの読書活動を促進していくと共に、

保護者に向け幼少期からの本の重要性に関

する講座（読み聞かせ教室）を行った。 

 

 

・乳幼児を対象とした「ブックスタート事業」

を町保健師と連携し推進するとともに、保育

園への出張読み聞かせを行い、小さい子ども

の本に触れる機会の拡充に努めた。 

・小中学校と連携し移動図書事業を推進し、

子ども達が本に触れる機会の拡大に努めた。 

・利用者のニーズに対応するため、新刊等の

リクエスト調査を実施した。 

 

 

 

 

・図書館ボランティアを配置し、図書館の運

営を協力してもらうことができた。 

 

 

・道立図書館並びに近隣４町の図書館と連携

した本の貸出利用を推進した。 

 

 

 

 

・家庭（保護者）、地域、学校、町教委が一

体となり、青少年の健全育成活動の推進に努

めた。 

 

・年２回開催するいじめ対策連絡協議会の際

に、深川警察署（生活安全課長）より、直近

の道内及び深川警察署管轄内における青少

年犯罪及び犯罪に巻き込まれるといった事

案についての情報提供をいただき、全参加関

係者（各機関）と共に確認する機会を設定し

た。 

 

・各校と連携し、家庭教育や子育て支援等に

関する情報等を発信するよう努めた。 

・地域で子どもを育てる機運を醸成するた

め、本町における教育的資源や人材等の活用

を学校の授業で活用を図った。 

 

 

・例年実施している図書館や本

に興味を持ってもらうきっかけ

となる工作教室は開催できなか

った。次年度は開催できるように

準備をしていく。 

・引き続き住民課と連携し、ブッ

クスタート事業を実施していく

とともに、保育園とも連携し次年

度も小さい子どもに本に触れる

機会を作っていく。 

・移動図書についても引き続き

子ども達が本に触れる貴重な機

会なので、多くのジャンルの本に

触れるよう選書していく。 

・本の購入については引き続き

町民のニーズに合ったものを選

定し購入していく。 

・図書館ボランティアについて

は、次年度も引き続き行って貰え

るよう、ボランティアの方と連携

をしっかり取っていく。 

・本の貸出利用の推進について

も、引き続き行っていく。 

 

 

 

 

・日々変化していく青少年を取

り巻く問題について、各機関と連

携し、情報収集に努める。 

 

・引き続き非行防止についても

各機関と連携を取り、会議での情

報共有等から広く関係者に情報

を周知できるよう努める。 

 

 

 

 

・ＣＳの活動の一環で、地域の人

材が学校の授業で活躍するなど

の機会を引き続き創出していく。 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 
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令和７年度（令和６年度事業）主要施策の「点検・評価」 

                                       社会教育係 

主要施策 事業の実施状況・成果 事業の課題・改善策 評価 

 

４）青少年の

体験・交流活

動等の促進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４. 芸術・文

化の振興 

１）文化芸術

団体、指導者

の育成 

 

 

 

２）文化芸術

にふれる機会

の充実 

 

 

 

３）文化財の

保存・活用 

 

 

・通年において、青少年の様々な体験交流活

動、更には文化やスポーツ活動等の機会を設

け、青少年活動の充実と活性化を促しまし

た。 

 

社会教育事業 

子どもと高齢者のふれあい事業 年８回 

子ども会事業「リーダーキャンプ」 

   〃   「わんぱく夏祭り」参加 

北空知ｼﾆｱﾘｰﾀﾞｰ･ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟ研修会 

親子体験教室         年２回 

北竜未来ユース 

親子映画鑑賞会 

児童・生徒芸術鑑賞の旅 

読み聞かせ教室 

出張読み聞かせ（保育園） 

社会体育事業 

 キッズエアロビクス 

 走り方教室 

 夢の教室 

 キッズアクア 

 水辺の安全教室 

 初心者・中級者水泳教室 

 教育長旗少年野球大会 

 水中レクリェーション大会 

海洋レクリェーション体験 

親子パークゴルフ教室（体験の風事業含） 

小学生バレーボール大会 

初心者スキー教室 

 トレーニングルーム利用促進事業 

 

 

 

・町文化連盟と連携し、各サークルや団体等

への加入促進及び新規サークル団体の育成

支援に努めた。 

・町民主体の文化芸術活動の活性化を目指し

広報等で文化祭の出演者を募集した。 

 

・町民文化祭や各サークル、団体等における

活動の成果が発表できる機会の充実に努め

た。 

・子ども映画鑑賞会や芸術の旅を実施し、多

様な芸術作品等にふれる機会に努めた。 

 

・町指定無形文化財である真竜獅子舞（保存

会）への支援を継続して進めると共に、郷土

資料の適正な管理運用に努めた。 

 

・子どもの数が減少傾向にある

中、文化・スポーツ活動の体験を

通して豊かな心を育めるよう今

後もニーズに合った事業を展開

していく。 

・各少年団とも連携し、多くの子

ども達に文化やスポーツの体験

を行ってもらえるよう引き続き

連携を取っていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・団体の活動を継続するために

も新規の加入者確保が課題なの

で各機関と連携し、情報の発信や 

活動支援を行っていく。 

 

 

・文化・芸術に触れる機会を設け

られるように、旅の事業を実施し

ているが、文化的な要素を町の施

策に合わせたものにしていくこ

とも検討していく。 

 

・引き続き団体の支援を行って 

いく。 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

Ｂ 
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令和７年度（令和６年度事業）主要施策の「点検・評価」 
                                       社会体育係 

主要施策 事業の実施状況・成果 事業の課題・改善策 評価 

 

５．スポーツ

の振興 

 

１）スポーツ

施設の整備充

実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）スポーツ

団体、指導者

の育成 

 

 

 

 

 

・町民が安心して利用ができるよう、利用

ニーズや老朽化状況を把握すると共に、各

スポーツ施設個別施設計画を基とした管理

運営を進め、指定管理者と連携し、一層の

利用促進に努めた。 

 

スポーツ施設整備の主な改修状況 

①スキー場 

 スキー場圧雪車点検修繕    891 千円 

②野球場 

 なし 

③パークゴルフ場 

休憩室 窓ガラス修繕     16 千円 

芝刈り機 タイヤ修繕     24 千円 

④Ｂ＆Ｇ海洋センター 

 なし 

 

スポーツ施設備品等の整備状況 

 ①スキー場      なし 

 ②野球場 

  トラクター        2,400 千円 

 ③パークゴルフ場 

ステンレスホールカップ 

・ピン ３６本       682 千円 

④Ｂ＆Ｇ海洋センター なし 

  

スポーツ施設の指定管理状況 

 ①スキー場        3,865 千円 

 ②野球場         5,299 千円 

 ③パークゴルフ場     15,380 千円 

 ④Ｂ＆Ｇ海洋センター     5,370 千円 

 

 

・町体育協会加盟団体や各スポーツ少年団

等への組織支援は基より、各団体指導者に

対するスキルアップ研修会等への情報提供

並びに支援に努めた。 

 

指導者資格に対する支援状況 

 なし 

 

 

 

 

・スポーツ施設の運営について 

は指定管理業務を委託しており、

指定管理先と協議しながら今後

も利用者が安全で快適に使用で

きる施設整備を行って 

いく。 

・老朽化している施設や物品に 

ついては更新や改修時期を財政

部局と連携を取り、計画的に進め

ていく。 

・野球場のトラクター（グラウン

ドマスターとして利用）を更新し

た。 

・指定管理者側から要望のあっ

たパークゴルフ場のステンレス

ホールカップとピンを更新した。 

・パークゴルフ場の芝刈り機も

上記同様、更新が必要になってく

る可能性が高い（指定管理からの

要望有） 

・プールの水槽についても、漏水

が見られ、B＆G の助成金も視野に

入れつつ引き続き改修の計画を

立てる必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・少年団指導者の必要な資格に 

ついては、毎年予算編成時期に 

調査し、連携を取りながら資格 

取得に向けての支援を行ってい

く。 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 
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令和７年度（令和６年度事業）主要施策の「点検・評価」 
                                       社会体育係 

主要施策 事業の実施状況・成果 事業の課題・改善策 評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）多様なス

ポーツ活動の

普及促進 

 

 

 

 

 

 

 

スポーツ振興団体への支援状況 

 体育協会補助金     1,040 千円 

 スポーツ少年団本部補助金 130 千円 

 少年野球教室開催助成    40 千円 

 少年団交流事業費助成   140 千円 

 

 

・各スポーツ事業（大会等）に関する情報は

町広報誌を活用して発信し、町民のスポー

ツ、健康づくりに対する意識の高揚に努める

と共に、参画を促すよう進めた。 

 

 

 

・誰もが気軽に参加できるフロアカーリング

の大会なども行った。 

 

 

 

※その他、各種事業詳細等は社会体育実施内

容を参照 

  

 

 

・スポーツ振興団体への支援に 

ついても、引き続き各団体と連 

携を取り適切な支援を行って 

いく。 

 

 

 

・引き続きどの年代も気軽に参 

加できる軽スポーツ事業の企画

や周知を図る。 

・町民のニーズを調査し、時代に

合ったものを提供できるよう、情

報集等を引き続き行う。 

 

・ニュースポーツの情報を定期

的に集め、年１回の開催では無

く、要望があれば複数回開催でき

るように検討していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 
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教育委員会の活動状況 

 (１) 教育委員会の開催状況及び審議件数 

    北竜町教育委員会の会議は、年10回の定例会及び特に必要と認められた場合に臨時会を開催

しており、本年度は臨時会1回の開催でした。 

 

     （開催期間  令和6年4月～令和7年3月）  

会   議 年 月 日 報告件数 承認 議案件数 選挙 

第 1 回 臨 時 会 令 和 6 年  4 月  9 日 1  2  

第 4 回 定 例 会 令 和 6 年  4 月 3 0 日 1 1 2  

第 5 回 定 例 会 令 和 6 年  6 月 1 7 日 6 2 4  

第 6 回 定 例 会 令 和 6 年  7 月 3 0 日 2 1   

第 7 回 定 例 会 令 和 6 年  8 月 2 7 日 1 1 4  

第 8 回 定 例 会 令 和 6 年 1 0 月 2 8 日 1 1 2  

第 9 回 定 例 会 令 和 6 年 1 1 月 2 7 日 1 1 1  

第 1 0 回 定 例 会 令 和 6 年 1 2 月 1 7 日 1 1 2  

第 1 回 定 例 会 令 和 7 年  1 月 3 0 日 3  1  

第 2 回 定 例 会 令 和 7 年  2 月 2 6 日 1 1 3  

第 3 回 定 例 会 令 和 7 年  3 月 2 5 日 1  7  

合    計  19 9 28  

 

 (２) 条例、規則等の制定・改定状況 

    令和６年度条例、規則等の制定及び一部改正、廃止については、規則制定１件、規則改正２

件、要綱制定１件、要綱改正４件、要領制定１件、要領改正２件、規定改正１件の計１２件と

なっております。 

 

  ・北竜町部活動地域移行推進協議会設置規則の制定について    （令和 6年 6月 1日施行） 

  ・北竜町文化・スポーツ振興派遣事業助成要綱の一部改正     （令和 6年 6月 1日施行） 

・北竜町中体連等参加助成金交付要綱の一部改正         （令和 6年 4月 1日施行） 

  ・北竜町立学校職員の在宅勤務実施要領の制定について       （令和 6年 4月 1日施行） 

  ・北竜町立学校職員服務規程の一部改正              （令和 6年 9月 1日施行） 

・(仮称)北竜町総合学習複合交流センター設立準備委員会設置要綱の制定について 

          （令和 7年 4月 1日施行） 

  ・北竜町教育委員会事務局規則の一部改正            （令和 7年 4月 1日施行） 

  ・北竜町教育委員会活動評価委員設置規則の一部改正       （令和 7年 4月 1日施行） 

  ・市町村立学校職員評価制度に伴う評価結果苦情申出取扱要領の一部改正 

                                 （令和 7年 4月 1日施行） 

  ・北竜町生涯学習人材バンク実施要領の一部改正         （令和 7年 4月 1日施行） 

  ・北竜町小・中学校連携会議設置要綱の一部改正         （令和 7年 4月 1日施行） 

  ・北竜町通学路安全推進会議設置要綱の一部改正         （令和 7年 4月 1日施行） 
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　など、各種教育団体の行事への参加や学校訪問などを行っております。

月　日 活　　動　　内　　容 会　場

4 月 1 日 令和６年度永年勤続者表彰及び辞令交付式 議 場

4 月 1 日 令和６年度教育委員会辞令交付式 公 民 館 講 堂

4 月 1 日 令和６年度北竜町立学校職員辞令交付式 公 民 館 講 堂

4 月 9 日 第１回教育委員会臨時会 公 民 館 講 堂

4 月 10 日 令和６年度北竜町ﾊﾟｰｸｺﾞﾙﾌ協会総会 公 民 館 講 堂

4 月 11 日 空知管内教育委員会協議会総会 岩 見 沢 市

4 月 11 日 第1回空知管内教育長会議 岩 見 沢 市

4 月 11 日 第1回第5採択地区教科書選択教育委員会 岩 見 沢 市

4 月 12 日 令和６年度北竜町文化連盟総会 公 民 館 講 堂

4 月 16 日 第2回北竜町議会定例会 本 会 議 場

4 月 19 日 定例課長等会議
す こ や か セ ン タ ー
会 議 室

4 月 19 日 北空知地区教育支援協議会総会 深 川 市

4 月 19 日 北空知教育委員会教育長会議 深 川 市

4 月 24 日 第1回校長・教頭合同会議 公 民 館 講 堂

4 月 25 日 第1回公立高等学校配置計画地域別検討協議会（Web会議） 教 育 長 室

4 月 30 日 第4回教育委員会定例会 公 民 館 講 堂

5 月 1 日 第1回北竜町社会教育委員会議 公 民 館 講 堂

5 月 2 日 定例課長等会議
す こ や か セ ン タ ー
会 議 室

5 月 10 日 第2回北竜町議会臨時会 本 会 議 場

5 月 11 日 春のフットパス 町 内 特 設 コ ース

5 月 16 日 令和６年度 ひまわり大学「入学式」
公 民 館
大 ホ ー ル

5 月 16 日 北海道町村教育委員会連合会総会 札 幌 市

5 月 17 日 北竜町開拓記念式並びに表彰条例に基づく功労者表彰式
開 拓 記 念 碑 前
福 祉 セ ン タ ー

5 月 20 日 定例課長等会議
す こ や か セ ン タ ー
会 議 室

5 月 24 日 空知教育局義務教育指導監訪問 教 育 長 室

5 月 25 日 子どもと高齢者のふれあい事業「開講式・農園種まき」
公 民 館
大 ホ ー ル 他

6 月 3 日 定例課長等会議
す こ や か セ ン タ ー
会 議 室

6 月 10 日 教育長杯パークゴルフ大会
ひ ま わ り
パ ー ク ゴ ル フ 場

6 月 11 日 空知教育局長訪問 公 民 館 講 堂

6 月 13 日 第3回北竜町議会臨時会 本 会 議 場

6 月 14 日 令和６年度北竜町議会庁内行政視察 町 内

6 月 15 日 戦没者慰霊祭 和 忠 魂 碑

　(3) 教育委員の活動状況（抜粋）

    教育委員会は、定例会や臨時会のほか町内小･中学校の入･卒業式への出席
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月　日 活　　動　　内　　容 会　場

6 月 17 日 定例課長等会議
す こ や か セ ン タ ー
会 議 室

6 月 17 日 第5回教育委員会定例会 公 民 館 講 堂

6 月 21 日 第2回校長・教頭合同会議 公 民 館 講 堂

6 月 21 日 町内会長会議
す こ や か セ ン タ ー
集 団 検 診 指 導 室

6 月 26 日 令和６年度中学校体育連盟北空知大会観戦(バレー部･野球部･卓球部) 妹 背 牛 町 外

6 月 28 日 北竜消防演習
役 場 庁 舎
北 側 駐 車 場

7 月 1 日 辞令交付式 議 場

7 月 1 日 教育委員会辞令交付式 教 育 長 室

7 月 1 日 定例課長等会議
す こ や か セ ン タ ー
会 議 室

7 月 5 日 令和６年度中学校体育連盟空知大会観戦(バレー部･卓球部) 滝 川 市 外

7 月 8 日 株式会社北竜振興公社取締役会
ｻ ﾝ ﾌ ﾗ ﾜ ｰ ﾊ ﾟ ｰ ｸ
北 竜 温 泉

7 月 12 日 第2回空知管内教育長会議（Zoom） 教 育 長 室

7 月 16 日 交通安全町民集会
公 民 館
大 ホ ー ル 他

7 月 16 日 定例課長等会議
す こ や か セ ン タ ー
会 議 室

7 月 16 日 六陵連合会訪問 教 育 長 室

7 月 17 日 北海道市町村教育委員会研修会兼道内視察研修　～18日 札 幌 市

7 月 18 日 いじめ問題対策連絡協議会 公 民 館 講 堂

7 月 22 日 第3回校長・教頭合同会議
公 民 館
第 1 研 修 室

7 月 24 日 第５採択地区教科書採択第１回小部会 深 川 市

7 月 26 日 短期語学留学中学生挨拶来庁 応 接 室

7 月 27 日 第34回教育長旗争奪北空知少年野球大会 町 営 野 球 場

7 月 29 日 第５採択地区教科書採択第2回小部会 深 川 市

7 月 30 日 第6回教育委員会定例会 公 民 館 講 堂

8 月 5 日 定例課長等会議
す こ や か セ ン タ ー
会 議 室

8 月 11 日 THE太鼓まつりIN北竜２０２４ ひ ま わ り の 里

8 月 19 日 短期語学留学中学生帰国挨拶来庁 応 接 室

8 月 19 日 定例課長等会議
す こ や か セ ン タ ー
会 議 室

8 月 20 日 戦没者追悼式 公 民 館 大 ホ ール

8 月 21 日 まちづくり懇談会　～22日 公 民 館 外

8 月 26 日 監査委員決算審査理事者報告 町 長 室

8 月 26 日 北教組「全道キャラバン」訪問 町 長 室

8 月 27 日 教育施設調査 公 民 館 他

8 月 27 日 第7回教育委員会定例会 公 民 館 講 堂

8 月 28 日 北空知圏学校給食組合教育長会議 深 川 市

8 月 28 日 北空知圏学校給食組合教育委員会 深 川 市
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月　日 活　　動　　内　　容 会　場

8 月 28 日 学校教育基本方針及び学校等複合施設基本計画に係る地域住民懇談会 公 民 館 大 ホ ール

9 月 2 日 定例課長等会議
す こ や か セ ン タ ー
会 議 室

9 月 4 日 敬老会 老人福祉センター

9 月 6 日 第1回文化祭実行委員会 公 民 館 講 堂

9 月 7 日 北竜中学校学校祭 北 竜 中 学 校

9 月 10 日 JBC野球少年団全道大会出場報告 応 接 室

9 月 11 日 第3回議会定例会（～9/13） 議 場

9 月 11 日 決算審査特別委員会（～9/13） 議 場

9 月 13 日 決算審査特別委員会理事者報告 町 長 室

9 月 14 日 秋のフットパス 町 内 特 設 コ ース

9 月 24 日 定例課長等会議
す こ や か セ ン タ ー
会 議 室

10 月 1 日 定例課長等会議
す こ や か セ ン タ ー
会 議 室

10 月 5 日  レッツゴーパークゴルフ大会（親子パークゴルフ教室）
ひ ま わ り
パ ー ク ゴ ル フ 場

10 月 9 日 教職員教育長面談（北中） 北 竜 中 学 校

10 月 9 日 小中学校教職員人事推進会議（Zoom） 教 育 長 室

10 月 9 日 女性教職員活躍推進会議（Zoom） 教 育 長 室

10 月 10 日 ひまわりオリンピック大会
改 善 セ ン タ ー
体 育 館

10 月 11 日 教職員教育長面談（真小） 真 竜 小 学 校

10 月 16 日 定例課長等会議
す こ や か セ ン タ ー
会 議 室

10 月 16 日 第1回教育委員会活動評価委員会議 公民館第1研修室

10 月 17 日 町村教育委員会連合会教育長部会研修会 札 幌 市

10 月 19 日 真竜小学校学習発表会 真 竜 小 学 校

10 月 23 日 第2回教育委員会活動評価委員会議 公民館第1研修室

10 月 24 日 第4回校長・教頭合同会議 公 民 館 講 堂

10 月 24 日 第2回北空知教育長会議 深 川 市

10 月 28 日 第8回教育委員会定例会 公 民 館 講 堂

11 月 1 日 空知校長会教育懇談会 岩 見 沢 市

11 月 2 日 北竜町町民文化祭　～3日 公 民 館 外

11 月 5 日 定例課長等会議
す こ や か セ ン タ ー
会 議 室

11 月 5 日 北竜町パークゴルフ協会納会 味 処 八 八

11 月 6 日 学校基本方針及び複合施設基本計画検討委員会 公 民 館 講 堂

11 月 8 日 教職員人事１次協議 岩 見 沢 市

11 月 10 日 教育委員道外研修 岡 山 県 外

11 月 15 日 教育振興会研究集会 真 竜 小 学 校

11 月 15 日 定例課長等会議
す こ や か セ ン タ ー
会 議 室
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月　日 活　　動　　内　　容 会　場

11 月 15 日 家庭教育学級 公 民 館 大 ホ ール

11 月 18 日 北海道教育委員会中島教育長と北空知５町教育長との情報交換会 沼 田 町

11 月 19 日 北空知圏学校給食組合教育長会議 深 川 市

11 月 19 日 北空知圏学校給食組合教育委員会 深 川 市

11 月 22 日 Ｂ＆Ｇ全国教育長会議 東 京 都

11 月 24 日 部活動の地域移行広域連携セミナー 公 民 館 大 ホ ール

11 月 25 日 学校教育基本方針及び学校等複合施設基本計画に係る地域住民懇談会 公 民 館 大 ホ ール

11 月 27 日 夢の教室 真 竜 小 学 校

11 月 27 日 第9回教育委員会定例会 公 民 館 講 堂

11 月 27 日 議会総務産業常任委員会 委 員 会 室

11 月 29 日 女性連絡協議会年末総会 公 民 館 講 堂

11 月 30 日 女性レクリエーション大会
改 善 セ ン タ ー
多 目 的 ホ ー ル

12 月 2 日 定例課長等会議
す こ や か セ ン タ ー
会 議 室

12 月 3 日 空知管内市町教育委員会教育長会議 岩 見 沢 市

12 月 10 日 いじめ根絶集会 北 竜 中 学 校

12 月 10 日 町内会長会議
す こ や か セ ン タ ー
集 団 検 診 指 導 室

12 月 10 日 町内会長会議懇親会
お 食 事 処
向 日 葵

12 月 12 日 第4回北竜町議会定例会 本 会 議 場

12 月 12 日 議会懇談会
サ ン フ ラ ワ ー パ ー ク
北 竜 温 泉

12 月 17 日 いじめ問題対策策連絡協議会 公 民 館 講 堂

12 月 17 日 第10回教育委員会定例会 公 民 館 講 堂

12 月 17 日 教育関係者合同懇談会
サ ン フ ラ ワ ー パ ー ク
北 竜 温 泉

12 月 19 日 株式会社北竜振興公社監査
サ ン フ ラ ワ ー パ ー ク
北 竜 温 泉

12 月 19 日 株式会社北竜振興公社取締役会
サ ン フ ラ ワ ー パ ー ク
北 竜 温 泉

12 月 19 日 第5回校長・教頭合同会議 公 民 館 講 堂

12 月 20 日 教育局義務教育指導監訪問 教 育 長 室

12 月 20 日 北空知教育長会議 深 川 市

12 月 23 日 退任挨拶廻り　～24日
北 ・ 中 空 知 管 内
町 内

12 月 25 日 第4回北竜町議会臨時会 本 会 議 場

12 月 30 日 御用納め 役 場 庁 舎

1 月 4 日 令和７年 20歳を祝う会 公 民 館 大 ホ ール

1 月 6 日 御用始め 本 会 議 場

1 月 6 日 教育委員会辞令交付式 教 育 長 室

1 月 6 日 議会新年交礼会
お 食 事 処
向 日 葵

1 月 6 日 就任挨拶廻り　～7日
空 知 管 内
町 内

17



月　日 活　　動　　内　　容 会　場

1 月 8 日 北竜消防団出初式
改 善 セ ン タ ー
多 目 的 ホ ー ル

1 月 9 日 定例課長等会議
す こ や か セ ン タ ー
会 議 室

1 月 10 日 北竜町社会福祉協議会新年のつどい 法人福祉センター

1 月 16 日 町内会長会議
す こ や か セ ン タ ー
集 団 検 診 指 導 室

1 月 16 日 町内会長・営農組合長合同新年会
サ ン フ ラ ワ ー パ ー ク
北 竜 温 泉

1 月 21 日 第1回北竜町議会臨時会 本 会 議 場

1 月 22 日 第17回「B&G全国サミット」（～23日） 東 京 都

1 月 24 日 校長・教頭人事２次協議 教 育 長 室

1 月 26 日 山岸正俊氏叙勲受賞祝賀会
ｻ ﾝ ﾌ ﾗ ﾜ ｰ ﾊ ﾟ ｰ ｸ
北 竜 温 泉

1 月 28 日 子ども・子育て支援事業計画検討委員会
す こ や か セ ン タ ー
集 団 検 診 指 導 室

1 月 30 日 第6回校長教頭合同会議 公 民 館 講 堂

1 月 30 日 第1回教育委員会定例会 公 民 館 講 堂

2 月 3 日 三役会議 町 長 室

2 月 3 日 一般教員人事協議（２次）（Zoom開催） 教 育 長 室

2 月 3 日 定例課長等会議
す こ や か セ ン タ ー
会 議 室

2 月 3 日 行財政改革推進委員会
す こ や か セ ン タ ー
会 議 室

2 月 6 日 空知ゆかりの道職員と市長及び町長との交流会 札 幌 市

2 月 7 日 第2回北竜町議会臨時会 本 会 議 場

2 月 7 日 議会まちづくり等調査特別委員会 委 員 会 室

2 月 7 日 全町ミニバレーボール大会
改 善 セ ン タ ー
体 育 館

2 月 10 日 第2回未来につなぐプロモーション町民会議
役 場
2 階 会 議 室

2 月 11 日 第59回町民スキー大会 町 営 ス キ ー 場

2 月 13 日 空知管内教育推進の重点に係る会議（Zoom開催） 教 育 長 室

2 月 15 日 子どもと高齢者のふれあい事業「閉講式」
改 善 セ ン タ ー
体 育 館

2 月 18 日 北空知圏学校給食組合教育長会議 深 川 市

2 月 20 日 北竜町女性連絡協議会年始総会 公 民 館 講 堂

2 月 25 日 北空知教育委員会委員研修 秩 父 別 町

2 月 26 日 北竜町交通安全協会定期総会
公 民 館
大 ホ ー ル 他

2 月 26 日 第2回教育委員会定例会 公 民 館 講 堂

3 月 3 日 三役会議 町 長 室

3 月 4 日 議会運営委員会
す こ や か セ ン タ ー
委 員 会 室

3 月 5 日 定例課長等会議
す こ や か セ ン タ ー
会 議 室

3 月 7 日 酪農学園大学共同研究発表
す こ や か セ ン タ ー
集 団 検 診 指 導 室

3 月 6 日 空知管内公立学校長等研修会（Zoom） 教 育 長 室

3 月 11 日 第1回北竜町議会定例会（～18日) 本 会 議 場
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月　日 活　　動　　内　　容 会　場

3 月 12 日 北竜中学校卒業式 北 竜 中 学 校

3 月 13 日 ひまわり大学卒業式 公 民 館 大 ホ ール

3 月 18 日 予算特別委員会理事者報告 町 長 室

3 月 18 日 議会議員との懇談会
サ ン フ ラ ワ ー パ ー ク
北 竜 温 泉

3 月 19 日 真竜小学校卒業式 真 竜 小 学 校

3 月 21 日 校長教頭合同会議 公 民 館 講 堂

3 月 21 日 定例課長等会議
す こ や か セ ン タ ー
会 議 室

3 月 24 日 北竜町パークゴルフ協会総会・設立30周年記念祝賀会
サ ン フ ラ ワ ー パ ー ク
北 竜 温 泉

3 月 25 日 北竜町総合教育会議 公 民 館 講 堂

3 月 25 日 第3回教育委員会定例会 公 民 館 講 堂

3 月 25 日 教育関係者送別会 味 処 八 八
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会 議 名 開　催　日 開催時間 議 案 番 号 議　　　件　　　名

報 告 第 ７ 号 教育行政報告について

議 案 第 10 号 令和５年度教育費補正予算（第９号）について

協 議 第 １ 号 令和６年度教育行政執行方針について

承 認 第 ６ 号 令和６年第３回教育委員会定例会議事録の承認について

報 告 第 ８ 号 教育行政報告について

議 案 第 11 号 北竜町学校運営協議会（ＣＳ）委員の任命について

議 案 第 12 号 令和６年度奨学生の選定について

そ の 他 各種行事の日程調整について

承 認 第 ７ 号 令和６年第１回教育委員会臨時会議事録の承認について

承 認 第 ８ 号 令和６年第４回教育委員会定例会議事録の承認について

報 告 第 ９ 号 教育行政報告について

報 告 第 10 号 北竜町部活動地域移行推進協議会設置規則の制定について

報 告 第 11 号
北竜町文化・スポーツ振興派遣事業助成要綱の一部を改正する要綱に
ついて

報 告 第 12 号
北竜町学校教育基本方針及び学校等複合施設基本計画の進捗状況につ
いて

報 告 第 13 号
北竜町学校教育基本方針及び学校等複合施設基本計画検討委員会委員
の委嘱について

報 告 第 14 号 令和６年度教育費補正予算（第２号）について

議 案 第 13 号 北竜町中体連等参加助成金交付要綱の一部を改正する要綱について

議 案 第 14 号 北竜町部活動地域移行推進協議会委員の委嘱について

議 案 第 15 号 北竜町いじめ問題対策連絡協議会委員の任命について

議 案 第 16 号 令和６年度北竜町立学校における学校閉庁日について

そ の 他 各種行事の日程調整について

承 認 第 ９ 号 令和６年第５回教育委員会定例会議事録の承認について

報 告 第 15 号 教育行政報告について

報 告 第 16 号 中学校体育連盟体育大会の成績報告について

そ の 他 各種行事の日程調整について

承 認 第 10 号 令和６年第６回教育委員会定例会議事録の承認について

報 告 第 17 号 教育行政報告について

議 案 第 17 号 令和７年度に使用する小学校用教科用図書の採択について

議 案 第 18 号 令和７年度に使用する中学校用教科用図書の採択について

議 案 第 19 号
令和７年度に使用する学校教育法附則第９条に規定する小中学校用教
科用図書（特別支援）の採択について

議 案 第 20 号 令和６年度教育費補正予算（第３号）について

そ の 他 各種行事の日程調整について

16時20分

16時00分

　(4) 令和６年度　北竜町教育委員会議案一覧表

定例第4回 令和6年4月30日

定例第5回 令和6年6月17日

定例第7回 令和6年8月27日

令和6年7月30日定例第6回 16時00分

臨時第1回 令和6年4月9日 16時30分

16時00分
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会 議 名 開　催　日 開催時間 議 案 番 号 議　　　件　　　名

承 認 第 11 号 令和６年第７回教育委員会定例会議事録の承認について

報 告 第 18 号 教育行政報告について

議 案 第 21 号 令和６年度準要保護児童生徒の認定について

議 案 第 22 号 北竜町立学校職員の在宅勤務実施要領の制定について

そ の 他 各種行事の日程調整について

承 認 第 12 号 令和６年第８回教育委員会定例会議事録の承認について

報 告 第 19 号 教育行政報告について

議 案 第 23 号 令和６年度教育費補正予算（第５号）について

そ の 他 各種行事の日程調整について

承 認 第 13 号 令和６年第９回教育委員会定例会議事録の承認について

報 告 第 20 号 教育行政報告について

議 案 第 24 号 北竜町立学校職員服務規程の一部改正について

議 案 第 25 号
令和６年度（令和５年度事業）教育委員会事務の点検・評価報告書に
ついて

そ の 他 各種行事の日程調整について

報 告 第 １ 号 教育行政報告について

報 告 第 ２ 号 北竜町学校教育基本方針及び学校等複合施設基本計画について

報 告 第 ３ 号 令和６年度教育費補正予算（第７号）について

議 案 第 １ 号 北竜町表彰条例に係わる表彰候補者の推薦について

そ の 他 各種行事の日程調整について

承 認 第 １ 号 令和７年度教育行政執行方針について

報 告 第 ４ 号 教育行政報告について

議 案 第 ２ 号
(仮称)北竜町総合学習複合交流センター設立準備委員会設置要綱の制
定について

議 案 第 ３ 号 令和６年度教育費補正予算（第９号）について

議 案 第 ４ 号 令和７年度教育費予算案について

そ の 他 各種行事の日程調整について

定例第8回

15時00分

定例第10回 令和6年12月17日

定例第2回

令和7年1月30日 16時00分

定例第9回 令和6年11月27日

令和7年2月26日

16時00分

令和6年10月28日

16時00分

16時00分

定例第1回
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会 議 名 開　催　日 開催時間 議 案 番 号 議　　　件　　　名

報 告 第 ５ 号 教育行政報告について

議 案 第 ５ 号 令和７年度準要保護児童生徒の認定について

議 案 第 ６ 号 北竜町教育委員会事務局規則の一部改正について

議 案 第 ７ 号 北竜町教育委員会活動評価委員設置規則の一部改正について

議 案 第 ８ 号
市町村立学校職員評価制度に伴う評価結果苦情申出取扱要領の一部改
正について

議 案 第 ９ 号 北竜町生涯学習人材バンク実施要領の一部改正について

議案第１０号 北竜町小・中学校連携会議設置要綱の一部改正について

議案第１１号 北竜町通学路安全推進会議設置要綱の一部改正について

そ の 他 各種行事の日程調整について

定例第3回 令和7年3月25日 15時30分
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令和７年度（令和６年度事業） 

 

外部評価（活動評価委員）意見総評 
 

１．学校教育の充実 

 １）学校教育の充実 

  ・令和１１年度開校予定の「義務教育学校」へのスムーズな移行のため、学校間の連携

をさらに図り、北竜町ならではの特色がある一貫した教育を今後とも推進するよう努め

ると共に、授業改善や児童生徒個々の学力向上、コミュニケーション能力の向上に努め

ていただきたい。 

 

  ・中学３年生による沖縄県への修学旅行は本町ならではの取り組みであり、特に「ひま

わりライス」の販売体験は、地場農産物への再認識とふるさと北竜町に誇りを持てる重

要な機会であることから、引き続き実施するよう努めていただきたい。 

 

  ・引き続き、児童生徒の心の問題に関するケアや、インターネットやＳＮＳに関する教

育も行い、いじめ問題に関する取組を積極的に進めていただきたい。 

 

  ・中学校の部活動は、既に他校と広域的な活動が進められているが、スムーズな部活動

の地域展開に向け、北空知の教育委員会と更に協議検討を進めていただきたい。 

 

  ・ＧＩＧＡスクール構想のもと、ＩＣＴ機器やデジタル教材の有効活用を積極的に進め

ていただきたい。 

 

  ・給食費全額助成、修学旅行費助成や、奨学金の引き上げについて検討するなど、引き

続き保護者の負担軽減となる各種支援事業を継続していただきたい。 

 

  ・給食については、物価高騰により食材費が値上がりしているが、安全安心な国産食材

による給食が提供されるようお願いしたい。 

 

  ・海外短期語学留学は、本町ならではの取り組みであり、国際社会に触れる重要な機会

であることから、引き続き実施するよう努めていただきたい。 

 

 ２）教職員の資質の向上 

  ・教育振興会等の研修等を通じて、教職員の更なる資質向上に努めていただくと共に、

道教委等が主催する各研修会等においても各校と連携して積極的に参加できる様な体制

づくりの構築に努めていただきたい。 

 

  ・教職員に対する服務規律の徹底及び体調管理等を含め、働く環境にも配慮した指導を

進めていただきたい。 

 

 ３）学校施設・設備の整備充実 

  ・令和 11 年度の義務教育学校開校予定に合わせ、計画的に改修工事を進めていただきた

い。合わせて、教材教具等の整備も進めていただきたい。 

 

 ４）開かれた信頼される学校づくり 

  ・コミュニティ・スクールの一環として引き続き、そば打ち体験など本町の特色や資源

を有効に活用した学習活動の推進に努めていただきたい。 
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令和７年度（令和６年度事業） 

 

 ５）総合的な子どもの安全対策の推進 

  ・スクールバスの運行について、効率的な運行に努めると共に、交通安全対策やクマ対

策も含め、児童生徒の通学路の安全確保に努めていただきたい。 

 

 

２．生涯学習の充実 

 １）社会教育施設の整備充実・有効活用 

  ・小中学校同様、公共施設再配置計画に基づき計画的な施設整備の推進に努めていただ

きたい。 

 

 ２）生涯学習指導者の確保 

  ・各種事業に協力いただける人材の育成確保に努め、合わせて人材バンクの再構築に努

めていただきたい。 

 

 ３）生涯学習情報の提供 及び ４）生涯の各期に応じた社会教育事業の推進 

  ・引き続き、広く生涯学習情報の発信に努め、時代に即した事業の導入や、世代間交流

事業となる「子どもと高齢者のふれあい事業」を継続していただきたい。 

 

５）読書活動の促進 

  ・幼少年期からの読書の習慣づけに向けた取り組みや、図書館ボランティアとの連携に

努めていただきたい。 

 

３．青少年の健全育成 

 １）青少年健全育成体制の充実 及び ２）非行防止活動等の促進 及び 

３）家庭・地域の教育力向上 

  ・家庭、地域、学校、行政、警察等と協力し青少年健全育成活動を進めると共に、子ど

も達を一緒に育てるといった機運の醸成に努めていただきたい。 

 

 ４）青少年の体験・交流活動等の促進 

  ・新たな体験機会の構築や子ども会活動への支援など、今後も多くの青少年が参加でき

る事業推進を期待します。 

 

４．芸術・文化の振興 

 １）文化芸術団体、指導者の育成 

  ・既存団体の継続活動支援と新規サークル団体の育成に努めていただきたい。 

 

 ２）文化芸術にふれる機会の充実 及び ３）文化財の保存・活用 

  ・引き続き、優れた文化芸術作品にふれる機会の提供と、本町の重要的文化財となる真

竜獅子舞（保存会）への継続支援に努めていただきたい。 

 

５．スポーツの振興 

 １）スポーツ施設の整備充実 

  ・各スポーツ施設個別計画を基に、計画的な管理運営と施設整備に努めていただきたい。 

 

 ２）スポーツ団体、指導者の育成 

  ・体育協会等の団体支援の継続と連携した指導者の育成に努めていただきたい。 

 

  ・広域的なスポーツ少年団活動が行われるようになってきているが、今後においても積

極的なスポーツ少年団活動が展開できるよう、他市町との連携に努めていただきたい。 
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令和７年度（令和６年度事業） 

 

 

 ３）多様なスポーツ活動の普及促進 

  ・幅広い年代が参加できる様なスポーツやレクリェーション事業の企画に引き続き努め

ていただきたい。 
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